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職業性 ス トレスの健康影響 とその対策

川 上 憲 人

I. 職業性 ス トレスの現状

職業性 ス トレス とは,仕 事の 内容,職 場組織,職

場環境 の心理 的 または社会的 な特徴に よって労働 者

に生 じる身体 的 ・精神的 な反応の こ とで あ り,特 に

健康 に影響 を与え る可能性が ある もの をい う.長 引

く不況 と国際競争に ともな う企業の リス トラの進展,

労働の高密度化 ・急速 な情報化 な どを背景 として,

労働者の ス トレスが増加 してい る.1997年 の労働者

健康調査では,仕 事や職業生活 に関す る強 い不安,

悩み,ス トレスがあ る労働 者の割合 は約63%で あ り,

全 国6,500万 人の労働者の半数以上がすでに産業 ス ト

レスに暴露 してい ると考 え られ る.こ の割合は年々

急速 に増加 してい る.国 際労働機 関(ILO)の 報告書

は,職 業性の ス トレスを職場 におけ る今世紀最 も重

要 な健康障害 因子の ひ とつであ ると指摘 してその対

策 を呼 びかけ ている.

II. 職業性ス トレス研 究の現状

1. 職業性 ス トレスの評価 法の開発

職業性の ス トレッサーの測定法 には,信 頼性 の高

さ,調 査の容易 さ,個 人 レベ ルでのス トレッサーが

評価 で きる とい う点か ら,質 問票 に よる方法が よ く

利 用 され て い る.1990年 前半 に は,Job Content

 Questionnaire (JCQ), NIOSH職 業性 ス トレス調査

票, MONICA Extended Karasek尺 度 な ど国際的

に標準化 され た職 業性ス トレッサーの調査票の 日本

語版が開発 され,調 査研 究や実践 活動 に使用 され,

わが国の産業 ス トレス研 究の水準 を国際水準 に向上

させ るために大 き く寄与 した1).

2. 産業 ス トレスの健康 影響 の評価

職 業性 ス トレスの健康 影響 はまだ研 究途上 であ る

が,身 体疾 患お よび精神 疾患の発症 に大 きな影響 を

与えてい ることがわかっている2).産業ス トレスによっ

て増加 してい る医療 費は全 国で年間約2兆 円,疾 病

休 業に よる労働 コス トの損失は年間約6千 億 円に達

す る と推 定 され る.仕 事 の要 求度-コ ン トロール モ

デル3)では,仕 事 の要求度(仕 事の負荷,責 任 など)

が高 く,か つ仕事上 の コン トロール(労 働者 の裁量

権 や 自由度)が 低 い労働 者に心身の不調や健康 問題

が現れや すい と考 える.こ れ までの研究 で,こ れ ら

の仕事上 の ス トレスが循 環器 疾患,睡 眠障害,免 疫

機 能の低 下 をは じめ とした健 康障害 と関連す るこ と

が実証 された4-10).近 年で は,努 力-報 酬不均衡 モ

デル11)とよばれ る,仕 事上 の報酬(心 理的 な報酬,地

位,給 与な ど)に くらべ て要求 され る仕事上 の努力

が過大であ る場 合に ス トレス反応が生 じや す い と考

える新 しい理論 モデルが提唱 され た.

3. 職 業性 ス トレスの対策に関す る研 究

職業性 ス トレスの予防対策 は大 き く分 け る と,職

場環境や組織に対す るアプ ロー チ と個 人向けの アプ

ローチがあ る. ILOは 世界各 国の19の 職場 の ス トレ

ス対策 をレビュー し,職 場環境 の対策 が よ り効果的

である と結論 して いる.わ が 国で も,あ る電子部 品

の製造組み立 て職場 で職場上 司 と産 業保 健 スタ ッフ

の協力の もとに職場 のス トレス要 因の対策が実施 さ

れ た職場 では,特 別 な対策 をしなか った他の職場 に

くらべ て従業員の訴 えが減少 し,2年 目には疾病休

業 日数 も少 な くな り,対 策の効果 が確認 され た12).ま

た,1年 間にわた って全 管理職 が メンタルヘ ル スに

関す る教育 ・研修 を受 けた事 業所 では,特 に教 育 を

実施 しなか った事業所 に くらべ て従業員 の抑 うつ の

平均値 が減 少 した13).
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Ⅲ.　今 後 の 課 題

今 後わが国の企業は急激な変革期 を迎 え る.現 在

す でに進行 してい る リス トラ,ア ウ トソー シングを

は じめ として,終 身雇用や年功序列 制度な どの従 来

の企業文 化が大 き く崩れ よ うとしてい る.加 速す る

情報通信技術の進歩 も労働の態様 をさらに大 き く変

化 させ よ うとしている.女 性労働者,高 齢労働 者の

増加 も予想 され る.労 働者の ス トレスはさらに増大

し,か つ 多様化す ると予 想され る.職 業性 ス トレス

へ の対策 は身体疾 患の予 防対策 で もあ り,ま た個 人

だけでな く職場環 境へ のアブロー チが必要に なる と

い う特徴 を持 ってい る.効 果的な職業性 ス トレスの

対策 のためには,今 後は精神 医学,心 理学,人 間工

学,産 業 ・組織心理 学,経 営学 な どに よる学際的 な

研 究活動 の展開が望 まれ る.

さらに職 業性 ス トレスの問題 は一 国内に とどまる

ものでは ない14).欧米諸 国はい うまで もな く,ア ジア

諸 国で も産 業 ス トレスは大 きな問題 として認識 され

つ つあ る.日 本,欧 米,ア ジア諸国 を含め た産業 メ

ンタルヘ ル スの理解 と対 策に関す る国際的 な研究協

力が推進 され ることが期待 され る.
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